
いのち支え合うまち くるめ

～誰も自殺に追い込まれることのない久留米市の実現を目指して～

「第2期久留米市自殺対策計画（案）」の

市民説明会を開催します

本市では、現在の「市自殺対策計画」の計画期間が令和５年度で終了するため、令和６

年度からの次期計画の策定を進めています。

市内の３か所で第2期市自殺対策計画案の説明会を開催いたします。

【開催日時・会場】 ※地図は裏面に掲載

１２月１６日（土）
１４時００分～１５時３０分

久留米市役所
本庁舎2階くるみホール

１２月１８日（月）
１４時００分～１５時３０分

田主丸保健センター
多目的室

１２月２２日（金）
1９時００分～２０時３０分

三潴生涯学習センター
多目的集会室

計画案の内容は
市のホームページをご覧ください。

〇 市の担当職員が、計画案の趣旨や内容について説明します。内容は各会場とも同じです。
〇 どなたでも参加できます。申し込みは不要ですので、直接各会場にお越しください。
〇 各会場には、手話通訳と要約筆記を配置しています。
〇 一時保育をご希望の方は、各会場開催日の一週間前までに、問い合わせ先へご連絡ください。

（問い合わせ先）

久留米市健康福祉部 保健所保健予防課
精神保健チーム
〒830-0022 久留米市城南町15番地５
電話番号：0942-30-9728 FAX番号：0942-30-9833
メールアドレス：ho-yobou@city.kurume.lg.jp
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久留米市の自殺者数の推移（平成19年～令和4年）

男 女 久留米市の自殺者数は平成25年以降、40人
～50人台で推移していましたが、令和２年
に65人と大きく増加しました。
「自殺は個人の問題ではなく、社会全体で
取組む問題」との認識のもと、自殺対策を
推進してきましたが、依然として多くの尊
い命が自殺により失われています。「誰も
自殺に追い込まれることのない社会の実
現」を目指し、全市を挙げて自殺対策の推
進に取組む必要があります。

 



市民説明会会場のご案内

「第２期市自殺対策計画」の策定にあたって、広く市民の皆さまのご意見をお聞き

するために、次のとおりパブリック・コメントを実施しています。

▶募集期間 令和５年１２月１日（金曜日）～令和６年１月４日（木曜日）

▶提出方法 住所、氏名、年齢、連絡先、意見を記載して持参、郵送、FAX、電子申請で保健

予防課に提出してください。（任意様式）

▶閲覧場所 保健予防課窓口、本庁舎地下１階行政資料コーナー、各総合支所地域振興課、

各市民センター、えーるピア久留米、中央図書館、市民活動センターみんくる

隣保館に設置します。

また、市のホームページにも公開します。（表面にＱＲコードあり）

久留米市役所２階くるみホール
（城南町１５番地３）

定員：８０名

12/16（土）14時～15時30分

田主丸保健センター多目的室
（田主丸町４５９－１１）

定員：８０名

12/18（月）14時～15時30分

三潴生涯学習センター多目的集会室
（三潴町玉満２９４９番地１）

定員：８０名

12/22（金）19時～20時30分

こころも体も健康にみんなに知ってほしい男性の更年期

日時 令和６年１月１４日(日)13:30～15:00
場所 久留米シティプラザ

久留米座 （六ツ門町 8‐1 ）
定員 ２００人
申し込み １月９日(火)までに、電話・ＦＡＸまたは

電子申請（右のＱＲコードから）で申し込みください。
先着順で定員になり次第締め切ります。
申し込み・問い合わせは保健予防課（表面）まで。

中高年男性に起きる「興味や意欲の喪失」「不安」「集中力や記憶力の低下」は更年期かもしれません。
男性が抱える特性や心理的背景を知り、「こころ」や体を健康に保つ方法や、居心地がいい社会づくりに
ついて考えます。女性にもぜひ聞いていただきたい講演会です。

講師 順天堂大学大学院医学研究科 泌尿器科学
日本メンズヘルス医学会 理事長

堀江重郎 氏

令和５年度 こころの健康づくり講演会

ロボット手術ダビンチを駆使した精度の高い
泌尿器手術を行う一方、学際的なアプロー
チを抗加齢医学、男性の健康医学に導入。
日本初の「メンズヘルス外来」の立ち上げな
ど、日本の男性医療や科学的アンチエイジ
ングをリードする

パブリック・コメントの実施について

参加料無料

保健センター

関連事業のお知らせ


